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新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

暮
ら
し

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
働
い
て
い
る
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族（
子
の
あ
る
配
偶
者
や
子
）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3－

50－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

お知らせ
information

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し

負担割合 区　分 自己負担額の合計の基準額
３割 現役並み所得者 67万円

１割
一般 56万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31万円
区分Ⅰ（※２） 19万円

※１　世帯全員が住民税非課税である人
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入の
みの場合、その受給額が 80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している人

■自己負担限度額表

■
医
療
費
通
知
を
全
受
診
者
へ
送

付
し
ま
す

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費

総
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る「
医

療
費
通
知
」
を
対
象
期
間
に
医
療

機
関
な
ど

を
受
診
し

た
全
て
の

被
保
険
者

の
皆
さ
ん

へ
送
付
し

ま
す
。
発

送
月
は
９

月
と
３
月

の
年
２
回

で
す
。

■イメージ図

◆
医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
　
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
分
か

る
た
め
、
自
分
の
健
康
状
態
の
把

握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま

す
。
健
康
診
査
な
ど
、
皆
さ
ん
の

健
康
保
持
・
増
進
に
役
立
つ
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
診
療
日
数

※この通知は皆さんに受診状況をお知らせするもの
で、請求書ではありません。

て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
で
す
。
同
じ
世
帯
の
被

保
険
者
が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度

額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
額
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　
な
お
、
手
続
き
に
は
役
場
窓
口

へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず

れ
か
が
０
円
の
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
支
給
額
が
５
０
０
円

以
下
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

広　告
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消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■１月
優良（30分）
24日（水）13：30～　29日（月）18：30～
一般（60分）
16日（火）14：30～　29日（月）19：30～
違反（120分）
24日（水）14：30～
初回（120分）
19日（金）13：30～

■２月
優良（30分）
１日（木）18：30～　9日（金）13：30～
一般（60分）
1日（木）19：30～　9日（金）14：30～
違反（120分）
６日（火）18：30～
初回（120分）
14日（水）18：30～

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
の
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
の
交
付
に
つ
い
て

　
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時　
１
月
24
日（
水
）
～

１
月
31
日（
水
）
※
最
終
日
の
み

12
時
ま
で
展
示

■
場
　
所　
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
／

洞
爺
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０

５
）

　
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も
、
基

準
日（
12
月
31
日
）
に
お
い
て
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定（
要
介
護

１
か
ら
要
介
護
５
）
を
受
け
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
人
で
、
状
態
が

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
と
同
程
度
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」が
発
行
さ
れ
、

所
得
税
や
住
民
税
で
障
害
者
控
除

か
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合「
要
介
護
度
」の
段

階
で
一
律
に
可
否
が
決
ま
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
準
日
に
有

効
で
あ
る
要
介
護
認
定
結
果
の

「
認
定
調
査
票
」「
主
治
医
意
見
書
」

を
も
と
に
認
定
し
ま
す
。

■
注
意
事
項
　
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
で
も
障
害
者
控
除
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
と
扶
養
親
族
の

所
得
税
や
町
民
税
が
非
課
税
の
場

合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請

に
は「
印
鑑
」
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
請　

健
康
福
祉

課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
1
）

お知らせ
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
・
申
請　

住
民
課
国

保
・
医
療
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
2
）

通
信
販
売
は
契
約
内
容
を

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
1
週
間
で
簡
単
に
痩
せ
る
」「
美

容
に
良
い
」「
有
名
人
も
使
用
」

な
ど
の
広
告
を
見
て
商
品
を
お
試

し
価
格
で
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
実

際
は
定
期
購
入
契
約
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
今
年
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
「
初
回
送
料
の
み
」「
初
回

5
0
0
円
」
な
ど
の
広
告
に
惹
か

れ
て
購
入
し
た
が
、
体
に
合
わ
な

い
の
で
中
途
解
約
を
申
し
出
た
と

こ
ろ
、「
定
期
購
入
契
約
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
４
回
購
入
す
る
ま

で
解
約
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
、

解
約
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
や
解
約
す
る
と
き
に
低
価

格
の
初
回
価
格
で
は
な
く
、
通
常

価
格
で
請
求
さ
れ
た
と
い
っ
た
相

談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
は
適
用
さ
れ
ず
、
返
品
や
解
約

の
条
件
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
れ

ば
、
原
則
そ
の
条
件
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
消

費
者
の
興
味
を
そ
そ
る
内
容
が
強

調
さ
れ
、
取
引
に
お
け
る
重
要
な

事
項
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
表
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

す
。

①
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い

な
い
か

②
定
期
購
入
期
間
内
の
解
約
は
可

能
か

③
解
約
の
条
件
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か（
申
出
先
、方
法
、期
間
な
ど
）

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０

５
）

広　告広　告
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募
　
集

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

　
違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ

う
な
危
険
や
障
害
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

◆
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害

に
な
り
ま
す

　
違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通

渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
車
両
走
行
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す

　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通

し
を
妨
げ
、
交
差
点
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

◆
緊
急
車
両
の
活
動
を
防
げ
ま
す

　
狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る

と
き
は
、
他
の
車
両
が
通
行
不
能

と
な
り
ま
す
。
特
に
、
消
防
車
や

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
活
動

を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

◆
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す

　
住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐

車
車
両
の
直
前
や
直
後
か
ら
幼

児
、
児
童
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事

故
や
夜
間
に
は
走
行
車
両
が
駐
車

車
両
に
気
付
か
ず
衝
突
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

◆
除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害
と
な

り
ま
す

　
違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住

民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
へ
ご
み
を

自
己
搬
入
す
る
人
へ
お
願
い

①
ご
み
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
持
ち

込
む
と
き
は
、
飛
散
防
止
の
た
め

ご
み
に
シ
ー
ト（
ネ
ッ
ト
）
を
か

胆
振
管
内
沖
合
海
域
で
の

さ
く
ら
ま
す
釣
り
に
は

ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
で
す

　
さ
く
ら
ま
す
資
源
の
保
護
を
図

る
た
め
、
胆
振
管
内
室
蘭
市
、
登

別
市
、
白
老
町
、
苫
小
牧
市
、
厚

真
町
と
む
か
わ
町
地
先
海
域
で
の

船
舶
を
使
用
し
た
さ
く
ら
ま
す
釣

り
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　
胆
振
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局（
☎
0
1
4
3－

24－

9
8
1
2
）

け
て
く
だ
さ
い
。

②
鉄
の
塊
な
ど
は
受
け
入
れ
で
き

ま
せ
ん
。
鉄
ア
レ
イ
や
ジ
ャ
ッ
キ

な
ど
の
鉄
の
塊
を
廃
棄
す
る
と
き

は
環
境
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

③
ス
ト
ー
ブ
を
廃
棄
す
る
と
き

は
、
乾
電
池
・
灯
油
は
除
去
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
環
境
課
環
境
推
進
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
6
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、「
第
２
期

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
の
進
捗

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

こ
の
冬
も
引
き
続
き「
無
理
の

な
い
範
囲
で
の
節
電
」
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スプレー缶・カセットボンベなどは正しく処理をしましょう
　町から排出されるごみは、室蘭市にある西いぶり広域連合のごみ処理施設「メルトタワー 21」で処
理していますが、スプレー缶やカセットボンベなどは中身を使いきり、穴を開けて排出することとなっ
ています。中身が残ったまま廃棄すると、ごみ収集車やごみ処理施設での火災の原因となり、大変危険
です。穴あけ作業が原因となる火災の発生事例もありますので、スプレー缶の安全な穴開け手順を紹
介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ　環境課環境推進グループ（☎ 74-3006）

穴開け作業は
風通しがよく、
火の気のない
屋外で行いま
しょう

缶を手で振って中身の有無を確認する
　「シャカシャカ」「チャプチャプ」などの音がし
たら、まだ中身が残っているので最後まで使いき
りましょう。
※音がしなくてもまだ、中身やガスが残っている
場合もあります。

　スプレー缶はガス抜き装置が装着された製品
への転換が進められています。
　スプレー缶に記載されているガス抜き方法を
確認しましょう。

足などでスプレー缶を固定し、上からではなく
側面から穴を開けましょう
　穴あけにより、残ったガスや薬剤などが噴き出す恐れ
がありますので、自分の体にかからない様、穴あけの向
きには注意が必要です。
　100円ショップやホームセンターなどで市販されてい
る穴開け器を使うと簡単に穴が開けられます。

町指定の「燃えな
いごみの袋」に
入れ、決められ
た収集日に燃え
ないごみとして
出しましょう スプレー缶穴あけの見本

ガス抜き機能がついているスプレー缶は
付属のガス抜きキャップを利用してガス抜きを行う

ガス抜き機能
がない場合は
スプレー缶に
濡れぞうきん
をかぶせる
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相
　
談

お知らせ

洞爺湖マラソン
洞爺湖有珠山ジオパーク

洞爺湖洞爺湖第
44
回

日本陸上競技連盟公認洞爺湖畔マラソンコース

SUN

2018
５ 20 （42.195㎞）

９：30 am  START
42.195㎞／10㎞／5㎞／2㎞

■参加資格・参加料
▷フルマラソン　定員 5,500人（先着順）
　18歳以上（高校生は除く）　7,000円
▷ 10㎞
　高校生以上　4,000円（高校生 2,500円）
▷５㎞
　中学生以上　4,000円
　（高校生 2,500円／中学生 2,000円）
▷２㎞
　小学生　2,000円
　親子ペア（子どもは小学生）4,500円

生
活
︑
仕
事
︑
家
計
の

悩
み
・
困
り
ご
と
相
談
会

　
生
活
費
に
困
っ
て
い
る
、
仕
事

が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
、
働
い

た
こ
と
が
な
く
心
配
、
住
む
と
こ

ろ
に
困
っ
て
い
る
、
子
ど
も
の
学

習
が
心
配
な
ど
の
悩
み
、
困
り
ご

と
の
相
談
を
広
く
受
け
付
け
ま

す
。
当
日
、
来
ら
れ
な
い
人
は
電

話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
　
時　
１
月
23
日（
火
）
13

時
～
14
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

３
０
３
会
議
室

■
問
合
せ　

生
活
就
労
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0－

09－

0
7
8
3
）　

■参加方法
▷ネット（http://www.toyako-marathon.jp/）
　２月１日（木）10時～２月 23日（金）
▷郵便振替
　２月１日（木）～２月 16日（金）当日消印有効
　先着 500人
■問合せ
　洞爺湖マラソン実行委員会事務局
　（☎ 75-4400＜平日９時～ 17時＞ FAX 75-4704)
　http://www.toyako-marathon.jp/

な
ど
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
６
人

■
選
考
方
法　
応
募
申
込
書
の
記

載
事
項
を
確
認
の
う
え
、
行
う
こ

と
と
し
ま
す
が
、
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
町
に
お
い
て
選
考
ま

た
は
抽
選
に
よ
り
選
出
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
次
の
要
件
全
て
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
応
募
時
点
に
お
い
て
20
歳
以
上

で
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人

②
任
期
中
、
継
続
し
て
洞
爺
湖
町

洞爺湖マラソン 検索

■活 動 日　５月 20日（日）概ね８時～１４時まで
■活動内容　給水所・走路監察員など
■募集要件　個人、グループまたは団体で
18歳以上の人
■昼 食 代　800円を支給
■応募期間　３月８日 (木 )まで
■応募方法　事務局までお電話ください。

ボランティアスタッフ募集
オリジナルＴシャツプレゼント！　

　洞爺湖町長選挙の期日
が、次のとおり決まりま
した。
■選挙期日　平成 30年４
月 15日（日）
■告 示 日   平成 30年４

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
に
出
席
で
き

る
見
込
み
の
あ
る
人

③
公
募
委
員
に
選
任
さ
れ
る
日
に

お
い
て
、
洞
爺
湖
町
行
財
政
改
革

審
議
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い

な
い
人

④
町
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の
職

員
ま
た
は
町
議
会
議
員
で
な
い
人

■
応
募
方
法　
「
洞
爺
湖
町
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
委
員
応
募
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
。
申
込
書
は
企
画
防
災
課
と
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
期
間　

２
月
１
日（
木
）

必
着

■
応
募
先　
本
庁
企
画
防
災
課
、

洞
爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支

所■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
4
）

選挙管理委員会からのお知らせ

月 10日（火）
■住所要件　平成30年１月９日以前に転入
をし、引き続き３カ月以上居住している人
■年齢要件　平成 12年４月 16日以前に出
生し、引き続き町内に３カ月以上居住して
いる人
洞爺湖町長選挙に係る立候補予定者説明会
■日　時　２月 23日（金）10時から
■場　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
■問合せ　選挙管理委員会（☎ 74－ 3000）




